
学校法人 東江寺学園 東江幼稚園 

２０２４年度（R６年度） 学校自己点検・評価 

仏教保育 お釈迦様の教え、仏教の教えに基づいて、人として成長する場。 

子も親も職員も「みんな楽しい幼稚園」。一緒に育ち合う集団。 

 

教育目標 「からだ育て 即 こころ育て」  「自然から学ぶ」 「人との関わりの中で育つ」 

・自然とのふれあいなど直接体験を大切にし、命の尊さを知る。～命あるものの原則に従って～ 

・人との関わりを通して社会性を育てる。～縦割り保育の中で～ 

・生活リズムを整え基本的な生活習慣を身につける。 

・手足を十分に使って「身体育て 即 こころ育て」。 

 

保育活動  評価項目              具体的な取り組み 

遊びを通して 

からだと心の育ち

につなげていく 

子供が自分のしたい事を選び取り、じっくり思い切り遊べる場を保証し、あそびを通して自然

にからだも心も育っていく幼稚園を実現していく。子供が自分の力で取り組む過程を大切に

見守り、保育者は待つ事・仕上がりの良さに拘らずありのままの姿を受け容れる。 

 生活の中では、子供たちが実際に自分たちの手で行う事や実体験を大事にしている。 

礼拝の際マッチで灯りをつける・雑巾や箒を使っての掃除・包丁や金槌等道具を日常的に

使う習慣の中で、子供たちは身体経験を様々に繰り返している。 

田んぼでの田植えや稲刈り・畑での野菜栽培、それらを調理し、食べる事・動物の飼育・

自分で雑巾を縫う・竈での炊飯経験等も積極的に保育に取り入れている。夏の水遊びの

為、ふんだんに使える井戸水・思うままに掘り、積み、扱える土の園庭・冬のたき火コーナー

等、子供が自分から自由に関われる水・土・火等の環境も、子供の学びの機会を支えてい

る。 

昨年度まで冬休みに実施していたしめ縄作りも、今年度は保育中午後に実施し、生活の

中で様々な事に触れられる機会を広げている。 

日々の保育ではコーナー保育の場を設けることもある。設定活動やクラスの枠にとらわ

れず、子供が好きな遊び～コーナー～を選択してじっくり遊べる事・他クラスの先生や友達と

の交流・発見や遊びの広がり・刺激となる機会となる事を意識している。 

今年は、田んぼ活動を基板とした食べることに関わる活動の裾野を広げ、保護者・外部

の専門家に委託して、調理見学・出汁の味わい比べ・マグロの解体見学を行った。。園児達の

食生活への関心・具体的な理解をより深める機会となった。 

幼児の発達を 

捉え、園の特色を 

ふまえた指導計

画の立案・実践 

 

子育て支

援活動 

未就園児親子に 

対する支援 

        

 

 

 

 

・「たんぽぽのへや」満１歳の親子対象。希望者が参加。全１５回実施 

 →安心して遊べる場の提供・子育ての悩み相談 

・「ひよこ組」 ２～３歳の親子対象。週に１回実施。 

 →一クラス１０人前後。設定活動・おやつ・絵本の読み聞かせ等を一緒に行う。 

・「きのこクラブ」 ２～３歳の親子対象。 

 →親子ふれあい遊び・絵本の読み聞かせ・希望者に個別の子育て相談を実施。  

・地域園庭開放・・・主に休園日に行い、じっくり園庭環境を味わって貰う 

・預かり保育の定員を１６人から２４人に増加 

・朝の預かり保育開始・・・８時～９時の「朝トトロ」を設置 



・長期休暇中の預かり保育時間を延長し、最長朝８時～１７:３０までとした。 

在園の保護者に 

対する支援 

・「子育て勉強会」希望者が参加 全９回 

 →子育てに対する悩みを共有・相談できる場 

・父母向け講演会「自分で考える力を育てる」講師： 池上 正 

・預かり保育の申し込みをオンラインで簡素化 

・日々の欠席数・欠席理由をオンラインで明示 

 

 卒業生の保護

者に対する支援  

・「親の寺子屋勉強会」希望者が参加。 

 →子育てについて、参加者で考え相談できる場。 

 

保護者・ 

地 域 と の

連携 

近隣小学校や 

他園との交流  

・今年度は東金町小学校との交流を年に３回。二葉幼稚園を訪問し交流を行った。 

 

卒業生の受け

入れ 

・卒業生（小学生）対象の「おにぎりクラブ」を年５回開催。おにぎりクラブ中で、中学生ボランテ

ィアの受け入れも行っている。縦割りグループにわかれて、竈炊爨を行っている。小運動会も

実施。 

・卒業生（小学生）対象「お兄さん・お姉さん先生」と称し、休校の平日に保育に参加･･･小学生との交流の良い機会 

・中学生職場体験受け入れ（卒業生対象）・・・卒業生の育ちにも触れられ良い機会 

･保育科卒業生を次年度の職員として採用。 

保護者との連携 ・月に 1度 クラスごとに保護者会を行い、クラスの様子や連絡事項を伝える。または懇談する。 

・個人面談 ･･･年 2回（春・秋）・希望者随時・夏休み を通じて個別に担任と話す時間を設

け、子供の育ちや情報を共有。 

・個別支援をねらいに、定例面談以外にも積極的に個人面談を実施し、内容は園長らも共有

している。 

・「お父さん・お母さん先生」･･･年長児父母限定で一クラス一日一人の保育参加日を設け、 

 幼稚園生活の流れやクラスの様子・子供の姿を知ってもらう。 

・保護者が運営するサークル・ボランティアがあり、保育に関する活動の応援・子供と一緒に取

り組む活動をしている。 ～例：イナゴ料理・梅干し作り・味噌作り・折り紙・コーラス～ 

・父親主催「おやじ組」による道具作りや夏祭り・芋煮会・コマ回し会、 園行事への参加 

 

研修会 園内外の研修

に積極的に参

加し、資質の向

上を図る  

◇教職員園内研修／原則全員参加 

５月２９日「リズム遊び」講義と実技 講師：村田真由美 

６月１２日「オイリュトミー」実技 講師：藤井馨子 

７月３日「適切な幼児支援の見極めについて」練習用アイリスシートを作る 

８月２１日「からだそだて」…錆を取る 講師：幸村知子 

９月１８日「特別支援」 講師：大石幸二 

11 月 13 日「現場の改善課題について」 

2 月 2 日「劇研修」 など 



◇教職員園外研修／個人で参加 

・和光保育園見学 ６月１８日（園長・綱島） ・めばえ幼稚園見学 ７月２日 （園長） 

・新任採用緒研修 ・中堅研修 ・夏季研修 ・オイリュトミー実技研修 

・東京都私立幼稚園協会新人研修 ・野育の会主催の保育者研修  

・世田谷区きらり保育園見学 など 

 

施設設備  施設・設備の

点検や補修・改

修･管理 

・園庭フェンス設置工事７．８月 ・蔓草のグリーンテント（夏季） ・井戸水水質検査 

・たまご室カーペット張り替え（卒･在園児保護者好意による）７月 

・「れんらくアプリ」導入 9 月～ ・ウエブさくら終了８月～ ・園庭砂場の砂追加６㎥８月  

・大型遊具「いつも真っ暗」新設６～７月 ・ツリーハウス下デッキ改修工事 

・陶芸窯修理 

・幼稚園掲示板の改修再生 

 

その他 園関係者との 

繋がり 

・元職員他界に際して、幼稚園で「お別れの会」を、実施。在園卒業を問わず、関係した 

縁者で集う場を運営。(2025.1．10) 

 


